
川越氷川神社 ～川越の総鎮守、氷川の杜～ (県指定文化財) 

 

欽明天皇の時代に大宮市の武蔵一宮から勧請されたと伝えられ、

江戸時代には川越城下の総鎮守となり、歴代の城主をはじめ城下

の人々の厚い信仰を得てきました。 

嘉永 3 年(1850 年)に建てられた本殿は、川越まつりの山車の人形

を主題にした彫刻がほどこされています。川越まつりは、同神社

の神幸祭が起源とされています。 

 
 
 
  


